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A－Cbypass麻酔中のnitroglycerinによる血圧制御

白井希明＊

　Nitroglycerinei・2）（以下CTN）の血圧調節効果

は，trimethaphan3）（TRM）や，　sodium　nitro－

prusside4・5）（SNP）など，の降圧効果と比較する

とき，その作用機序において特異性があるように

思われる．

　従来，GTNは，冠不全患者6）の治療に使用さ

れてきた．とくに，狭心症に対する治療では，そ

の速効性の高いのが，注目される．その効果は，

主として冠動脈の拡張効果であるとされてきた．

最：近は，冠動脈拡張効果は，二次的な効果である，

とされるようになる傾向．にある．

　静注用のGTNの使用が可能になり，他の降圧

剤と同様に，その利用度も増大し，またその適応

範囲が，拡大する傾向にある．虚血性心疾患の治

療のみならず，高血圧の治療にも，応用されつつ

ある．麻酔科領域においては，麻酔中の冠不全症，

あるいは血圧上昇時の降圧剤としてであろう．今

回，麻酔中の高血圧のなかで，とくに，aortoco・

ronary　bypass（ACBG）7）時の（morphine－G－O

麻酔下で）8），GTNの効果を，症例を示しながら，

GTNの効果をえられたparameterのなかより推

測してみた．

対症と麻酔方法

1．対 症

　東京女子医科大学附属心臓血圧研究所外科にお

いて，A－C　bypass施行患者である．前投薬は，

術前の血行動態の許すかぎりheavyにした．この

ことは，麻酔導入準備，あるいは導入中のstress

による合併症を，最少限に抑制する目的であるこ

とは，論ずるまでもない．

2．麻　酔　方　法

　麻酔導入にあたり，静脈確保のほかに，動脈圧

を，毒焔動脈あるいは尺骨動脈に，23G，あるい

は21Gエラスター針を留置し，電気的に，　ECG，

II誘導とともにブラウン管に表示し，同時に末梢

循環の変化を，とらえるために，指尖容積脈波

（以下略FPGとする）のトランスデューサを，

手の第2指に装着し，これを，同時に記録した。

麻酔導入に必要なるmorphineの量は，0．　gmg～

1．Omg／kgで，　diazepamの量は0．13mg～0．15rng

／kgであった．　Pancuronium　O．1mg／kgの投与に

よって，筋弛緩をえたのちに，気管内挿管を行い，

．GO（F）にて麻酔維持を行った．血圧上昇時，

CTN（5mg／100ml）を，微量点滴法によって，

0．5μ9／kg／minより開始し，3～4μ9／kg／minま

で増量した．

症例および結果

症、例　1．（図1）年齢　60歳　　体重　61．Okg

診断心筋梗塞（その内容は，心カテーテル

　　　検査による結果を，麻酔チャートに記入

　　　してある．）

その他の注目すべき検査結果として，LVEDP

：23，mmHg　Ejection　fraction：55．2％などで

ある．

＊東京女子医科大学　麻酔学教室
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図1a． 症例1の麻酔記録 （導入前と後）
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＊以下，図表に示すA，

　A　：　pre－induction

　of　GTN

B，C，　Dは，つぎの意味である。

B：GO（F）　maintenance　C： before　administration　of　GTN D　：　after　administration
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　症例2．（図2）年齢65歳体重61．Okg
　診　断　狭心症：麻酔導入時，morphine，　dia・

zepam，　pancuroniumの相乗効果と思われる血

圧の低下をきたし，CaC12，　carnigen，の使用によ

って切り抜けた．手術開始によって血圧上昇を認

め，floathaneおよびGTNの併用によって，麻

酔チャートに示すごとくの結果をえた．

　　　　　　　　　　　　麻　酔必〔s；‘女∫・医科大・’　：輝酔・量教室　　耐座1中央．研・k・輸
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症　例　3．（図3）年齢　64歳　　体重　S2．Okg

　この症例は，術前の心カテ’一テル茜染において，

多項目の異常値を示している．すなわち，．LVEDPI

107．　9，　LVEF　36．　7％，　LVEDP　40mmHg，　，　ECG
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200　．　ABP（　mmHg）

100

　　　　1ABP（　一）
　o

　FpG　．IL

Mwwtptrwpm．　　　　　　　IABP（　＋）

’＼姻瞬蛤Aバー
　　　　　64yrs．　M．52．Okg

　　　Ventricular　aneurysm
　　　Myoeardia－1　infarction

　ECG

＿＿訊訓h団詞詞華到戸」団至尊弼メ！囚
　　　　　　　図3b．　IABP下の血圧，　FPG，　ECG

工心肺開始まで，GTNを併用しながら，安定し

た血行動態をえた．IABP使用時と非使用時の血

行動態は，症例図3－b，および図3－cに示す．

　GTN使用時の血圧変動とFPG　12・13）の変化

　FPGよりGTNの効果を判定するとき，二，三

の問題点がある．

　そのひとつは，FPGの波型が，判読するとき

の誤差，その2には，他のparameterにくらべ

て，再現性に多少劣ることなどであるが，このよ

うな，特性を十分に考慮に入れて臨床に応用する

ときには，興味深い結果をえられることができよ

う．

　つぎの図4はs．同様の症例に，GTNを使した

ときの変化である．FPGの波高の増大，立ち上

がりの改善と同時に，ECGのSTの改善も，認

められた．血圧は，180／98mmHgが，120／90mm

且9と低下し，after－10adを軽減させている，と考

　　ABP（mmHg）
100

v
50

　0

　FPG

　ECG
し討詞弼詞詞淑）」．就」JJ－nJV　v－N．N　xJJ－

　　　Morphine　40mg

　　　LDiazepam　10mg

　　　Pancuronium　8mg

　　　図3c．導入後の血圧，　FPG，　ECG

えられる．しかしながら，術前の循環動態によっ

て，必ずしもこのような結果が，えられることは

期待できない．
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GTN使用による血圧の変動と心41）筋酸素消費

量の指標としてのRPP14）の変化

Kapllaneによると，　GTN使用の指標として，
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RPPが，12，　OOO以上のとき，あるいはPCWPが，

15mmHg以上，などが挙げられている．

　9症例を簡単に血圧（ABP　mmHg），　心拍数：

（H．R／min）の変動を，まとめてみると（図5）

のごとく，GTN使用によって，血圧が麻酔導入

後の値になるが，心拍数は増加しているのが分か

る．このことは，結果としてRPPを，増加させ

ていることになる（図6）．

　RPP　change　of　aortic　valvular　disease　（AVD）

　and　myocardial　infarction　（MYI）

図6．
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　図6は，参考にhypertensionを示す，大動脈

弁疾患の麻酔中の血圧上昇時，GTNを使用した

症例，－5例を加えてみた．病態生理学的にみて，

明らかに異なった症例群の差が，GTNの効果か

らも，推測できるのではないかと思われる．

　：FPGよりみたGTN（図7）

　従来，末梢血管拡張効果を有する薬剤は，after

Ioadをとり，心機能の改善が期待できるとされ

ている．その変化を，FPGよりtu（up－stroke

time）でみると，麻酔導入前㈹時点よりGTN，

使用効果発現時◎の変動は，tuが正常値に近づく

のが認められる．

　その結果，teの値は，正常値より短くなってい

る．これは，前述した心拍数の増大の結果だと推

測されるが，今回の症例数では，結論することが

できない．

　FPGよりえられる心機能のひとつに，脈波伝

搬時間がある．血管壁が硬化すれば早くなり，弛

緩すれば遅れてくる，といわれている．すなわち，

血管壁の　distensibilityの変化を示す，1指標

と考えられている．図8に示すごとく，GTNの

効果は15），平均血圧（m－ABP）の低下に伴って，

脈波伝搬時間が，右方移動する傾向を認める．

ま　　と　　め

　GTNの血圧調節は，とくに虚血性心疾患の治

療および最近では，麻酔中の血圧の調節にまで及

んでいる．9例の心筋梗塞および狭心症患者の，

morphine導：入中あるいは導入後の血圧上昇時に，

GTNを使用し，麻酔中にえられたparameterよ

り，その効果を考えてみた．

　1）GTNの血圧調節は，効果的であるが，個

　　体差がある．すなわち，疾患によって，異な

　　ることが多い．

　2）術前に，心不全症状が長く経続し，その治

　　療結果として，dehydrationがあるとき，

　GTNによって，頻脈を誘発し，本来の効果が

　　期待できないことがある．

　3）　GTN使用時，従来の点滴回路では，必要：

　　なるGTNの血中濃度が，えられがたい．

　4）Swan－Ganzカテーテル法によって，　GTN

　　の効果をみるとき，PCWPの変化と必ずし

　　も，相関を示さない．
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